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第１章 計画の背景と目的 

 

１－１ 計画の背景 

平成 18 年６月、国は「住生活基本法」を制定し、これにより、住宅セーフティネットの確保

を図りつつ、健全な民間住宅市場を整備するとともに、国民の住生活の「質」の向上を図る政

策への本格的な転換を図る道筋が示されました。 

また、平成 19 年に制定された「住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する

法律(住宅セーフティネット法)」では、低額所得者、高齢者、障がい者、子育て世帯等の多様

な住宅確保要配慮者に対して、賃貸住宅の供給の促進を図ることとされています。その基本方

針においては、公的賃貸住宅、民間賃貸住宅による重層的かつ柔軟な住宅セーフティネットの

構築が必要とされています。 

さらに、国の公営住宅施策においては、財政制度等審議会の建議や財務省予算執行調査の結

果を踏まえ、点検の強化及び早期の管理・修繕による更新コストの削減を目指すため、平成 21

年度より各事業主体による「公営住宅等長寿命化計画」の策定を推進することとされました。

平成 26 年度以降は、公営住宅等整備事業、公営住宅等ストック総合改善事業に係る地域住宅

交付金の交付等にあたっては、公営住宅等長寿命化計画に基づくものであることが要件となっ

ています。 

令和３年３月にはデジタルトランスフォーメーションや激甚化する災害、気候変動等への対

応、子育て世帯及び高齢者世帯の住環境向上等を盛り込んだ「住生活基本計画（全国計画）」が

閣議決定されました。これを受けて、神奈川県においても令和４年３月に「神奈川県住生活基

本計画」が改定されているほか、本市としても令和４年３月に「海老名市住宅マスタープラン」

を策定し、市における住宅・住環境に関する総合的な方針を新しく決定しております。 

 一方、公共施設マネジメントの観点では、国において平成 25 年 11 月に「インフラ長寿命化

基本計画」を策定し、今後のインフラストックの高齢化への的確な対応に向けて、中長期的な

維持管理・更新等に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を図る方向性を打ち出しました。

これを受けて、インフラ長寿命化計画（行動計画）において、中長期的な取組の方向性を明ら

かにし、その内容を踏まえて、個別施設毎の長寿命化計画を核としたメンテナンスサイクルを

定め、実施することとなりました。 

この状況を踏まえ、令和２年３月に改定した現行の「海老名市市営住宅等長寿命化計画」に

ついて、社会経済情勢の変化を考慮し、長寿命化を図るべき住宅ストックの維持管理計画の見

直しを行い、海老名市公共施設再編（適正化）計画に基づく個別施設計画として、改定を行い

ます。 
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１－２ 計画の目的と位置付け 

本計画は、ライフサイクルコストの縮減を推進し、海老名市における住宅確保要配慮者の居

住安定確保を図ることを目的としています。 

また、本計画は、えびな未来創造プラン 2020 を上位計画とし、公共施設の再編（適正化）に

向けた基本的方針を示す「海老名市公共施設再編（適正化）計画」及び住宅・住環境に関する

総合的な方針を示す「海老名市住宅マスタープラン」の２つの計画に紐づく、市営住宅の管理

に関する計画として位置付けます。また、国や県の関連計画を踏まえ、それらの計画に沿った

ものとなります。 

■本計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 計画の対象 

本計画が対象とする住宅は、海老名市が管理する市営住宅 117 戸（令和５年３月現在の管理

戸数）とします。 

 

第２章 計画期間 

２－１ 計画期間 

本計画の期間は、令和 2 年度（2020 年度）から令和 11 年度（2029 年度）までの 10 年間

とします。なお、今後の計画の進捗状況、社会経済情勢の変化、住生活基本法等の全国計画、

神奈川県住生活基本計画等の関連計画の改定に伴い、随時、見直しするものとします。 

海老名市の計画 

総合計画 えびな未来創造プラン２０２０ 

海老名市公共施設 
再編（適正化）計画 

海老名市 
住宅マスタープラン 

海老名市市営住宅等長寿命化計画 

個別施設計画 個別実行計画 

その他関連する計画 

・海老名市地域福祉計画   ・えびな高齢者プラン 
・海老名市障がい者福祉計画 
・海老名市子ども・子育て支援事業計画        など

国・県の計画 

インフラ長寿命化基本計画 

インフラ長寿命化計画 
（行動計画） 

県公共施設等総合管理計画 

住生活基本計画（全国計画） 

 住生活基本計画（都道府県計画） 

高齢者居住安定確保計画 

地域住宅計画 

県営住宅 健康団地推進計画 

国の計画 

県の計画 
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第３章 市営住宅ストック等の状況 

３－１ 人口の状況 

（１）人口 

○令和５年 12 月 1 日現在の本市の人口は 133,706 人です。 

（２）人口の推移 

○人口、世帯数とも増加傾向です。「海老名市公共施設再編（適正化）計画」における将来推

計によると、人口は令和 13 年（2031 年）まで増加する見込みです。 

 

■人口の推移 

資料：「統計えびな‐令和４年版‐」 

推計値：令和４年度に駅周辺地区及び新たな開発の動向等を加えて見直しを行った基本人口及び目標人口 

  

基本人口:第７回線引きの市街化による効果や海老名駅周辺における民間開発等の 

進展を見込んだ推計。 

目標人口:20 プランに定められた「めざす姿」を実現するための各種事業推進によ 

る転入増を見込んだ推計。 
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（３）年齢３区分の人口 

○高齢化率は H22 年より増加に転じ 25.1％と上昇しています。生産年齢人口（15～64 歳）、

0～14 歳人口の割合は、減少傾向にあります。 

■年齢３区分の人口割合 

資料：神奈川県 HP（令和５年１月１日時点） 

■年齢３区分の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年） 

(人) 

12.8% 11.2% 11.3% 12.3% 11.3% 12.6% 11.6%

62.1% 62.1% 62.3% 63.5% 62.3% 59.4% 62.6%

25.1% 26.7% 26.5% 24.2% 26.4% 28.0% 25.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

海老名市

(N=137,486)
相模原市

(N=704,166)
厚 木 市

(N=220,754)
大 和 市

(N=236,233)
座 間 市

(N=128,738)
綾 瀬 市

(N=82,234)
神奈川県

(N=9,013,831)

0～14歳 15～64歳 65歳以上 （※15～64歳は、生産年齢人口）

5,114 6,859 
9,213 

12,561 

17,888 18,289 

18,036 17,660 

64,725 

78,712 

86,096 87,729 89,392 
85,757 

81,634 82,979 

23,300 
20,168 18,080 17,159 

16,582 
14,352 

29,412 
33,825 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

S60 H 2 H 7 H12 H17 H22 H27 R 2

0～14歳 15～64歳 65歳以上



 - 7 -

３－２ 住宅事情 

（１）所有関係別の住宅ストックの状況 

○県・近隣市に比べて、持家が多く、借家が少ない傾向です。 

■所有関係別の住宅ストック数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（R2） 

 

58.7

70.1

63.6

54.8

59.2

59.8

66.4

4.1%

1.9%

2.6%

3.9%

3.0%

3.4%

1.4%

32.0%

23.5%

30.5%

37.6%

31.7%

33.1%

27.7%

2.8%

2.1%

1.7%

2.3%

3.3%

1.9%

2.2%

2.4%

2.4%

1.7%

1.5%

2.8%

1.7%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

神奈川県

綾瀬市

座間市

大和市

厚木市

相模原市

海老名市

持家 公営・公団・公社借家 民営借家 給与住宅 その他

住宅総数 持家
公営・公団・
公社借家

民営借家 給与住宅 その他

58,225 38,704 790 16,146 1,264 1,321

99.9% 66.4% 1.4% 27.7% 2.2% 2.2%

332,249 198,803 11,151 109,981 6,615 5,699

99.9% 59.8% 3.4% 33.1% 1.9% 1.7%

100,132 59,273 2,980 31,767 3,296 2,816

100.0% 59.2% 3.0% 31.7% 3.3% 2.8%

110,396 60,488 4,278 41,522 2,503 1,605

100.1% 54.8% 3.9% 37.6% 2.3% 1.5%

60,153 38,232 1,576 18,320 1,017 1,008

100.1% 63.6% 2.6% 30.5% 1.7% 1.7%

34,760 24,367 653 8,169 717 854

100.0% 70.1% 1.9% 23.5% 2.1% 2.4%

4,210,119 2,469,754 174,445 1,345,440 118,680 101,800

100.0% 58.7% 4.1% 32.0% 2.8% 2.4%
神奈川県

相模原市

厚木市

大和市

座間市

綾瀬市

海老名市
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（２）最低居住面積水準未満率 

○最低居住面積水準未満率は、県平均よりも低く、近隣市比較においても総数では２番目に

少なくなっています。 

■所有関係別の最低居住水準未満率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  持家 公営借家 
公団・公

社借家 

民営借家 

(木造) 

民営借家 

(非木造) 
給与住宅 

水準未満

総世帯数 

海老名市 0.87% 18.03% 0.00% 16.77% 14.86% 6.85% 2,680 

相模原市 1.52% 13.46% 5.56% 19.64% 26.08% 12.00% 28,900 

厚木市 0.88% 23.96% 20.41% 19.88% 20.17% 22.91% 8,140 

大和市 1.08% 8.20% 5.52% 15.69% 22.96% 6.57% 7,730 

座間市 1.25% 19.51% 10.00% 31.36% 15.88% 35.38% 4,260 

綾瀬市 1.56% 21.74% 19.40% 20.23% 14.79% 31.82% 1,880 

神奈川県 1.27% 9.79% 6.49% 21.61% 20.36% 16.17% 312,100 

資料：住宅・土地統計調査（H30） 

■居住面積水準について 

 

(世帯) 

2,680 

28,900 

8,140 7,730 4,260 1,880 

312,100 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

海老名市 相模原市 厚木市 大和市 座間市 綾瀬市 神奈川県

持家 公営借家 公団・公社借家 民営借家(木造)

民営借家(非木造) 給与住宅 水準未満総世帯数
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３－３ 公的賃貸住宅の状況 

（１）公営住宅 

■市営住宅一覧 

住宅名称 
構造・規模等 

 
建設 
年度 

管理 
戸数 

敷地 
面積 

備考 

国分北三丁目住宅 
ＷＲＣ造・５階(Ａ棟)・耐火 
 同  ・３階(Ｂ棟)・耐火 

Ｈ５ 22 戸 2,332.91 ㎡ Ａ棟ＥＶ有 

中新田住宅 ＷＲＣ造・２階・耐火 Ｈ９ ８戸 914.42 ㎡  

上河内住宅 ＲＣ造・５階・耐火 Ｈ26 35 戸 3,269.16 ㎡ ＥＶ有 

ルーミナス海老名 ＷＲＣ造・３階・耐火 Ｈ19 18 戸 1,651.47 ㎡ 借上住宅 

パーシモン ガーデン ＬＧＳ造・２階・準耐火 Ｈ21 12 戸 938.44 ㎡ 〃 

プランドールかしわ台 ＬＧＳ造・２階・準耐火 Ｈ23 12 戸 876.19 ㎡ 〃 

ニューフローラ Ｓ造・２階・準耐火 Ｈ23 10 戸 1,151.64 ㎡ 〃 

計   117 戸   

凡例 ＲＣ：鉄筋コンクリート造  ＷＲＣ：壁式鉄筋コンクリート造 

    Ｓ：鉄骨造  ＬＧＳ造：軽量鉄骨造 

 

■県営住宅一覧 

団地名称 構造 建設年度 棟数 戸数 備考 

中新田ハイツ ＷＲＣ造・２～３階・耐火 Ｈ３ ２棟 16 戸  

海老名さつきハイツ ＷＲＣ造・３～４階・耐火 Ｓ56・57 ４棟 73 戸  

望地団地 ＷＲＣ造・３階・耐火 Ｓ49 ６棟 132 戸  

上台ノ原団地 ＷＲＣ造・５階・耐火 Ｓ53 ６棟 190 戸  

ハイム河原口 ＲＣ造・10 階・耐火 Ｈ７ １棟 99 戸  

計   19 棟 510 戸  

凡例 ＲＣ：鉄筋コンクリート造  ＷＲＣ：壁式鉄筋コンクリート造 
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■公的賃貸住宅位置図 
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（２）公営住宅を除く公的賃貸住宅 

○令和５年現在、海老名市内には、独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）が管理する

住宅が２５０戸あります。 

  なお、特定優良賃貸住宅については、平成 18 年６月より住宅セーフティネット制度に

移行されています。また、増加している民間の空き家・空き室を活用し、①住宅確保要配

慮者向け賃貸住宅の登録制度、②登録住宅の改修や入居者への経済的な支援、③住宅確保

要配慮者に対する居住支援、の３つの柱から成る、新たな住宅セーフティネット制度が、

平成29年10月から始まっており、令和５年現在でセーフティネット住宅は市内で約1,200

戸登録されている状況です。 

 

■公営住宅を除く公的賃貸住宅一覧 

 

 

資料：『令和４年度版 かながわの住宅』（神奈川県県土整備局） 

(ＵＲ)都市再生機構（R04.03.31 時点） 

84 2LDK 79,900 ～ 89,600 RC造・耐火

166 3DK 77,600 ～ 84,400 SRC造・耐火

計 8 250

備考

一
般
賃
貸

ＵＲ
54.88～

間取り
管理開始

年月
構造

62.00
S54.3～
S54.5

住戸規模(㎡) 階数
団地
名称

棟数 戸数

3・5・8
一部あり

(8階建のみ)

家賃
(円/月)

えびな 8

管理
主体

ＥＶ
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３－４ 市営住宅の状況 

（１）国分北三丁目住宅 

管理区分 直営住宅 

所在地 海老名市国分北三丁目２番 15 号 

交通 小田急線・相鉄線海老名駅東口から（北東方向へ直線距離 1.1km）徒歩 15 分 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

2,332.91 ㎡ 市所有 第一種住居地域・第一種低層住居専用地域 

建設年度 平成５年度 

建物及び設備 構造・規模等 ＷＲＣ造･５階(Ａ棟)･耐火 ＷＲＣ造･３階(Ｂ棟)･耐火 

管理戸数 22 戸 

住戸型 ３ＤＫ（Ａ棟） ３ＤＫ（Ｂ棟） 

型別専用面積 65.91 ㎡ 66.71 ㎡ 

型別戸数 10 戸 12 戸 

仕様 
外壁：可とう形改修塗材Ｅ 

屋根：アスファルトシングル葺断熱工法 

設備 

浴室：浴室ユニット：ＢＬ 

ＥＶ：有り（Ｈ17、Ａ棟に設置） 

ガス：ＬＰガス 

共同施設等 駐車場台数 普通自動車：18 台、軽自動車：４台（計 22 台） 

集会所（室） 有り 

広場等 有り 

改善・修繕履歴 平成 25 年度 長寿命化改修工事（外壁・屋根・サッシガラス）実施済 

その他特記事項 平成 17 年度 Ａ棟にエレベーターを設置 

図面等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入 

Ｄ Ｋ 

８．０帖 

押入 

洋室 

６．０帖 

和室 

６．０帖 

浴室 

洗 

WC 

和室 

６．０帖 
浴室 

WC 

入 

入 

洗 

Ｄ Ｋ 

８．０帖 

洋室 

６．０帖 

洋室 

４．５帖 

入 

和室 

６．０帖 

Ａ棟 Ｂ棟 

押入 

入 

入 

押

入 



 - 13 -

 

（２）中新田住宅 

管理区分 直営住宅 

所在地 海老名市中新田二丁目 20 番 12 号及び 13 号 

交通 小田急線・ＪＲ相模線厚木駅から（南東方向へ直線距離 500m）徒歩 10 分 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

914.42 ㎡ 市所有 第一種中高層住居専用地域 

建設年度 平成９年度 

建物及び設備 構造・規模等 ＷＲＣ造・２階・耐火（２棟） 

管理戸数 ８戸 

住戸型 ２ＤＫ 

型別専用面積 51.63 ㎡ 

型別戸数 ８戸（４戸＋４戸） 

仕様 
外壁：防水型複層塗材Ｅ 

屋根：アスファルトシングル葺断熱工法 

設備 

浴室：浴室ユニット：ＢＬ 

ＥＶ：無し 

ガス：ＬＰガス 

共同施設等 駐車場台数 普通自動車：８台 

集会所（室） 無し 

広場等 無し 

改善・修繕履歴 平成 30 年度 長寿命化改修工事（外壁・屋根・サッシガラス）実施済 

その他特記事項 無し 

図面等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浴室 

洗 
WC 

入 

入 



 - 14 -

 

（３）上河内住宅 

管理区分 直営住宅 

所在地 海老名市上河内 240 番２ 

交通 ＪＲ相模線社家駅から（東方向へ直線距離 1.4km）徒歩 17 分 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

3,269.16 ㎡ 市所有 指定なし 

建設年度 平成 26 年度 

建物及び設備 構造・規模等 ＲＣ造・５階・耐火 

管理戸数 35 戸 

住戸型 １ＤＫ 

(車いす対応) 

２ＤＫ 

(車いす対応) 

２ＤＫ 

(一般) 

３ＤＫ 

(一般) 

型別専用面積 54.00 ㎡ 72.00 ㎡ 54.00 ㎡ 72.00 ㎡ 

型別戸数 ３戸 １戸 22 戸 ９戸 

仕様 外壁：複層塗材Ｅ 

屋根：外断熱アスファルト防水 

設備 浴室：浴室ユニット：ＢＬ 

ＥＶ：有り 

ガス：ＬＰガス 

共同施設等 駐車場台数 35 台 

集会所（室） 有り 

広場等 有り 

改善・修繕履歴 無し 

その他特記事項 旧杉久保住宅の建替え 

図面等 
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（４）ルーミナス海老名 

管理区分 借上住宅 

所在地 海老名市上郷一丁目８番 35 号 

交通 ＪＲ相模線海老名駅から（西方向へ直線距離 800m）徒歩 12 分 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

1,651.47 ㎡ 民間 第一種住居地域 

建設年度 平成 19 年度 

建物及び設備 構造・規模等 ＷＲＣ造・３階・耐火 

管理戸数 18 戸 

住戸型 ３ＤＫ 

(Ａタイプ) 

３ＤＫ 

(Ｂタイプ) 

２ＬＤＫ 

(Ｃタイプ) 

型別専用面積 65.53 ㎡ 65.64 ㎡ 63.68 ㎡ 

型別戸数 ３戸 12 戸 ３戸 

仕様 外壁：吹付タイル塗装 一部タイル貼 

屋根：シート防水 

設備 ＥＶ：有り 

共同施設等 駐車場台数 19 台（別管理） 

集会所（室） 無し 

広場等 無し 

改善・修繕履歴 無し 

その他特記事項 借り上げ期間：平成 20 年３月１日～令和 10 年２月末日 

図面等 
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（５）パーシモン ガーデン 

管理区分 借上住宅 

所在地 海老名市勝瀬２番６号 

交通 小田急線・相鉄線海老名駅東口から（南東方向へ 1.2km）徒歩 15 分 

相鉄バス、浜田経由国分寺台第 12 行き「海老名中学校」下車、南東方向 

へ 160ｍ 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

938.44 ㎡ 民間 第一種住居地域 

建設年度 平成 21 年度 

建物及び設備 構造・規模等 ＬＧＳ造・２階・準耐火 

管理戸数 12 戸 

住戸型 ２ＬＤＫ 

型別専用面積 52.95 ㎡ 

型別戸数 12 戸 

仕様 外壁：窯業系サイディング 

屋根：ガルバリウム鋼板折版 

設備 ＥＶ：無し 

共同施設等 駐車場台数 12 台（別管理） 

集会所（室） 無し 

広場等 無し 

改善・修繕履歴 無し 

その他特記事項 借り上げ期間：平成 22 年４月１日～令和 12 年３月末日 

図面等 
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（６）プランドールかしわ台 

管理区分 借上住宅 

所在地 海老名市柏ケ谷 544 番４ 

交通 相鉄線かしわ台駅西口から（南西方向へ訳 1.0km）徒歩 10 分 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

876.19 ㎡ 民間 工業地域 

建設年度 平成 23 年度 

建物及び設備 構造・規模等 ＬＧＳ造・２階・準耐火 

管理戸数 12 戸 

住戸型 ２ＬＤＫ 

(Ａタイプ) 

２ＬＤＫ 

(Ｂタイプ) 

２ＬＤＫ 

(Ｃタイプ) 

型別専用面積 57.45 ㎡ 52.58 ㎡ 52.67 ㎡ 

型別戸数 ２戸 ８戸 ２戸 

仕様 外壁：窯業系サイディング 

屋根：不燃アスファルトシングル葺 

設備 ＥＶ：無し 

共同施設等 駐車場台数 ６台（別管理） 

集会所（室） 無し 

広場等 無し 

改善・修繕履歴 無し 

その他特記事項 借り上げ期間：平成 23 年 11 月１日～令和 13 年 10 月末日 

図面等 
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（７）ニューフローラ 

管理区分 借上住宅 

所在地 海老名市中野一丁目 21 番 30 号 

交通 ＪＲ相模線門沢橋駅から（南西方向へ 1.2km）徒歩 15 分 

敷地 敷地面積 所有形態 用途地域 

1,151.64 ㎡ 民間 第一種低層住居専用地域 

建設年度 平成 23 年度 

建物及び設備 構造・規模等 Ｓ造・２階・準耐火 

管理戸数 10 戸 

住戸型 ２ＬＤＫ 

型別専用面積 58.87 ㎡ 

型別戸数 10 戸 

仕様 外壁：窯業系サイディング 

屋根：ガルバリウム鋼板折板 

設備 ＥＶ：無し 

共同施設等 駐車場台数 10 台（別管理） 

集会所（室） 無し 

広場等 無し 

改善・修繕履歴 無し 

その他特記事項 借り上げ期間：平成 23 年 11 月 28 日～令和 13 年 11 月末日 

図面等 
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３－５ 市営住宅の入居者等の状況 

（１）応募者の状況 

１）応募倍率 

○平成 27 年度以降の平均応募倍率は 1.8 倍です。年度毎の倍率は、概ね 2.0 倍を前後する

結果となっています。 

募集年度 募集戸数 応募数 応募倍率 

平成 27 年度 18 42 2.3 

平成 28 年度 9 17 1.9 

平成 29 年度 11 23 2.1 

平成 30 年度 14 29 2.1 

平成 31 年度 

（令和元年度） 
11 25 2.3 

令和２年度 14 20 1.4 

令和３年度 8 16 2.0 

令和４年度 6 8 1.3 

計 94 171 1.8 

出典：市営住宅の応募実績より算出（平成 27 年度～４年度実績） 
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２）応募者の属性 

①世帯主の年齢 

○30～39 歳が 27.3％と最も多く全体の 1/4 以上を占めており、次いで 70 歳以上が 18.2％

となっています。20～49 歳の世代は全体の 59.1％を占めており、過半数を超えています。 

      

出典：市営住宅の応募実績より算出（令和２～４年度実績） 

 

② 家族構成 

○20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳では母子・父子世帯が全体の過半数を超えています。 

全体としても子育てを行っている「夫婦と子ども」「母子・父子」は６割に迫る勢いとなっ

ています。 

 
一般 

夫婦と 

子ども 

母子・ 

父子 

高齢者 

のみ 
三世代 単身 その他 計 

20～29 歳 0 1 6 0 0 0 0 7 

30～39 歳 1 2 9 0 0 0 0 12 

40～49 歳 0 2 4 0 0 1 0 7 

50～59 歳 5 0 2 0 0 0 0 7 

60～69 歳 0 0 0 2 1 0 0 3 

70 歳以上 4 0 0 4 0 0 0 8 

計 10 5 21 6 1 1 0 44 

20～29歳

15.9%

30～39歳

27.3%

40～49歳

15.9%

50～59歳

15.9%

60～69歳

6.8%

70歳以上

18.2%

世帯構成別 

世帯主 
年齢別 
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出典：市営住宅の応募実績より算出（令和２～４年度実績） 

３）住宅の困窮理由 

○「家賃が高い」を理由としている割合が多く、全体の６割を占めています。 

次いで「立退要求を受けている」「部屋が狭い」が多く、それぞれ全体の約２割を占めて

います。 

 炊事場･ 

便所が 

共同 

部屋が 

狭い 

非住宅 

に居住 

家賃が 

高い 

住宅がな

いため親

族と同居

できない 

立退要求

を受けて

いる 

通勤に 2

時間以上

かかる 

計 

一般 0 2 0 7 0 1 0 10 

夫婦と子ども 0 2 0 3 0 0 0 5 

母子・父子 0 3 0 12 1 5 0 21 

高齢者のみ 0 0 0 3 0 3 0 6 

三世代 0 1 0 0 0 0 0 1 

単身 0 0 0 1 0 0 0 1 

計 0 8 0 26 1 9 0 44 

出典：市営住宅の応募実績より算出（令和２～４年度実績） 

 

○世帯年齢別にみても、「家賃が高い」を理由としている割合がどの年代でも多くなってい

ます。また、70 歳以上の世帯では「立退要求を受けている」が目立っています。 

 炊事場･ 

便所が 

共同 

部屋が 

狭い 

非住宅 

に居住 

家賃が 

高い 

親族と 

同居希望 

立退要求

を受けて

いる 

通勤に 2

時間以上

かかる 

計 

20～29 歳 0 2 0 4 0 1 0 7 

30～39 歳 0 1 0 9 0 2 0 12 

40～49 歳 0 2 0 3 1 1 0 7 

50～59 歳 0 2 0 4 0 1 0 7 

60～69 歳 0 1 0 1 0 1 0 3 

70 歳以上 0 0 0 5 0 3 0 8 

計 0 8 0 26 1 9 0 44 

出典：市営住宅の応募実績より算出（令和２～４年度実績） 

 

理由 

世帯構成別 

理由 

年齢別 
世帯主 
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（２）入居者の状況 

１）世帯の家族型・種別 

○40～49 歳は 3 人以上が 80％以上となっています。50 歳以上になると単身世帯の割合が多

くなり、90 歳以上では 80％を占めています。 

 
単身 ２人 ３人 ４人 ５人以上 計 

平均 

世帯人員 

20～29 歳 0 2 2 1 0 5 2.8 

30～39 歳 0 3 4 0 0 7 2.6 

40～49 歳 1 4 13 5 5 28 3.4 

50～59 歳 5 7 5 0 0 17 2.0 

60～69 歳 3 7 3 0 0 13 2.0 

70～79 歳 8 7 1 1 0 17 1.7 

80～89 歳 4 7 1 0 0 12 1.8 

90～99 歳 4 1 0 0 0 5 1.2 

100 歳以上 0 0 0 0 0 0 - 

計 25 38 29 7 5 104 2.3 

※令和５年 10 月１日時点 

 

○住宅別に見ると、ルーミナス海老名は３人以上の世帯が多く、70％以上を占めています。

上河内は１人世帯が最も多く、40％弱となっています。 

 単身 ２人 ３人 ４人 ５人以上 計 
平均 

世帯人員 

国分北三丁目住宅 3 9 5 1 0 18 2.2 

中新田住宅 5 3 0 0 0 8 1.4 

上河内住宅 12 9 8 1 1 31 2.0 

ルーミナス海老名 1 5 7 2 3 18 3.1 

パーシモン ガーデン 2 5 3 1 0 11 2.3 

プランドールかしわ台 1 4 4 1 1 11 2.7 

ニューフローラ 1 3 2 1 0 7 2.4 

計 25 38 29 7 5 104 2.3 

※令和５年 10 月１日時点 

 

世帯人員 

世帯主年齢別 

世帯人員 
住宅名 
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○中新田住宅、上河内住宅は高齢者を含む世帯が多くなっています。また、全体的に母子・

父子世帯が多く全体の３割を超えています。単身の高齢者も全体の１割を超えています。 

 単
身
高
齢
者
世
帯 

高
齢
者
世
帯 

高
齢
者
同
居
世
帯 

障
が
い
高
齢
者
世

帯 

障
が
い
者
世
帯 

障
が
い
単
身
世
帯 

子
育
て
世
帯 

母
子
・
父
子
世
帯 

単
身
世
帯 

一
般
世
帯 

計 

国分北三丁目住宅 1 2 1 1 3 0 0 6 1 3 18 

中新田住宅 2 3 1 0 0 0 0 0 1 1 8 

上河内住宅 8 2 2 1 2 3 2 10 1 0 31 

ルーミナス海老名 1 4 0 1 1 0 2 6 0 3 18 

パーシモン ガーデン 0 1 0 0 4 0 0 3 1 2 11 

プランドールかしわ台 0 0 1 0 2 0 0 5 0 3 11 

ニューフローラ 1 0 0 0 0 0 0 3 0 3 7 

計 13 12 5 3 12 3 4 33 4 15 104 

※令和５年 10 月１日時点 

２）居住年数 

○全体の平均居住年数は 8.21 年となっています。70～79 歳で入居年数が短い傾向がありま

すが、その他は年齢が上がるにつれて入居年数が長くなる傾向があります。30 年以上居住

している入居者はいない状況です。 

 

0～5 年 6～9 年 10～19 年 20～29 年 30 年以上 
平均 

入居年数 

20～29 歳 5 0 0 0 0 1.40 

30～39 歳 3 4 0 0 0 5.14 

40～49 歳 16 8 3 1 0 5.96 

50～59 歳 6 8 3 0 0 7.24 

60～69 歳 5 1 3 4 0 12.62 

70～79 歳 5 8 2 2 0 9.06 

80～89 歳 1 4 6 1 0 11.58 

90～99 歳 0 3 1 1 0 12.80 

100 歳以上 0 0 0 0 0 - 

計 41 36 18 9 0 8.21 

※令和５年 10 月１日時点 

入居年数 

住宅名 

世帯構成別 

世帯主 

年齢別 
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３）世帯の所得・家賃 

○世帯収入が 100 万円未満の世帯は全体の 57％を占めており、ニューフローラ以外の住

宅においては全体の半数以上を占めています。 

世 帯 収 入（控除前） 

 
100 万円 

未満 
100 万円台 200 万円台 300 万円台 

400 万円 

以上 
計 

国分北三丁目住宅 9 5 2 1 1 18 

中新田住宅 8 0 0 0 0 8 

上河内住宅 15 9 7 0 0 31 

ルーミナス海老名 8 3 4 2 1 18 

パーシモン ガーデン 10 0 1 0 0 11 

プランドールかしわ台 7 1 2 0 1 11 

ニューフローラ 2 2 2 1 0 7 

計 59 20 18 4 3 104 

※令和５年 10 月１日時点 

○ルーミナス海老名を除き、各住宅とも２万～３万円未満が最も多く 60％以上を占めて  

います。ルーミナス海老名は３万～４万円未満が最も多く団地内の 60％を占めています。 

家   賃 

 
2 万円 

未満 

2 万～ 

3 万円

未満 

3 万～ 

4 万円 

未満 

4 万～ 

5 万円 

未満 

5 万～ 

6 万円 

未満 

6 万円 

以上 
計 

国分北三丁目住宅 0 13 1 1 2 1 18 

中新田住宅 0 8 0 0 0 0 8 

上河内住宅 0 19 11 0 0 1 31 

ルーミナス海老名 1 3 11 2 0 1 18 

パーシモン ガーデン 0 10 0 0 0 1 11 

プランドールかしわ台 0 9 1 0 0 1 11 

ニューフローラ 0 4 3 0 0 0 7 

計 1 66 27 3 2 5 104 

※令和５年 10 月１日時点 

収入区分 

住宅名 

住宅名 

家賃区分 
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第４章 長寿命化を図るべき市営住宅 

本章では、海老名市が管理する 117 戸(７団地)のうち、直営である国分北三丁目住宅、中新

田住宅及び、上河内住宅の状況を確認し、市営住宅別活用計画を整理します。 

 

４－１ 市営住宅別状況の把握 

○長寿命化計画の改定にあたり、国分北三丁目住宅、中新田住宅及び上河内住宅を対象とし

て、令和５年に現況の確認をしました。その結果は次のとおりです。なお、表中の修繕周

期は「指針」に記載された周期を用いています。 

（１）国分北三丁目住宅 

■国分北三丁目住宅の現況と修繕の方向 

平成６年３月：建替え事業完了。 

平成 18 年３月：Ａ棟にエレベーター設置。 

平成 21 年 11 月：浴室バランス釜を改修。（追い炊き式から給湯式に交換） 

平成 26 年３月：長寿命化改修工事実施。 

令和４年１月：鉄部塗装実施。 

１．外壁 ①躯体 

■現況 

○外壁躯体は全般的に経年劣化による亀裂は見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 18 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

○平成 25 年度に改修工事を実施済み。 

○令和４年度に鉄部闘争を実施済み。 

 

②外装 

■現況 

○長寿命化改修工事にて可とう形改修塗材Ｅで改修され、塗膜の剥離、ひび割れ等

はなく健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 18 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

○Ａ棟３階西北端バルコニー出隅部の亀裂については、経過観察とする。 

２．屋根 ■現況 

○屋根はアスファルトシングル葺断熱工法で葺替えられている。屋根材の破損、破

れ、変色等の劣化は見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 24 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

３．庇 ○屋根と同仕様で改修されている。「２．屋根」に記述。 
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４．サッシ ■現況 

○アルミサッシの障子はペアガラスに交換され、断熱・防音性が向上している。健全

な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は、点検・調整は 12 年、取替は 36 年。次回の計画修繕までは適時点検

を実施する。 

５．階段 

廻り 

〇外壁と同仕様で改修されている。「１．外壁」に記述。 

６．外部 

付属品 

■現況 

○屋外に設置されている引込開閉器盤のケースに錆が見受けられる。 

■修繕の方向性 

○引込開閉器盤の修繕周期は 30 年のため、ケースの再塗装若しくは計画修繕時に

ステンレス製への交換も検討する。 

７．バル 

コニー 

○外壁と同仕様で改修されている。「１．外壁」に記述。 

８．住戸 

内部 

■現況 

○浴室バランス釜は、令和元年に点検を実施済みである。 

■修繕の方向性 

○住戸の内装は居住者の入退去時に行う調査・点検の結果に応じて改修する。 

○バランス釜の修繕周期は 15 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

９．昇降機 ■現況 

○平成 17 年度にＡ棟にエレベーターを設置。特に劣化は見受けられない。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は、カゴ内装・扉・三方枠等は 15 年、昇降機の全構成機器は 30 年。専

門業者による定期・保守点検を実施する。 

10．集会所 ■現況 

○外壁・屋上防水はＨ25 年度の改修工事で住宅棟と同仕様の改修が行われてお

り、特に問題はない。 

■修繕の方向性 

○次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 
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（２）中新田住宅 

■中新田住宅の現況と修繕の方向 

平成９年８月：建替え事業完了。 

平成 31 年３月：長寿命化改修工事実施。 

１．外壁 ①躯体 

■現況 

○Ａ・Ｂ棟とも外壁躯体に亀裂は見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 18 年。次回の計画修繕までは定期点検と経過観察とする。 

 

 

②外装 

■現況 

○長寿命化改修工事でＡ・Ｂ棟とも防水型複層塗材Ｅで改修され、塗膜の剥離、ひ

び割れ等はなく健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 18 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

２．屋根 ■現況 

○屋根はアスファルトシングル葺断熱工法で葺替えられている。屋根材の破損、破

れ、変色等の劣化は見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 24 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

３．庇 〇外壁と同仕様で改修されている。「１．外壁」に記述。 

４．サッシ ■現況 

○カバー工法で改修され、硝子はペアガラスになっており、断熱・防音性が向上して

いる。汚れ等の劣化は見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は点検･調整は 12 年、取替は 36 年。次回の計画修繕までは適時点検

を実施する。 

５．階段 

廻り 

○外壁と同仕様で改修されている。「１．外壁」に記述。 

６．外部 

付属品 

■現況 

○特に傷みは見受けられない。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は点検･調整は 12 年、取替は 36 年となっている。次回の計画修繕まで

は適時点検を実施する。 

７．バル 

コニー 

○壁と同仕様で改修されている。「１．外壁」に記述。 
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８．住戸 

内部 

■現況 

○浴室はユニットバス（ＢＬ）が設置されている。 

■修繕の方向性 

○住戸の内装は居住者の入退去時の調査・点検の結果に応じて改修する。 

○ユニットバスの修繕周期は 25 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

 

 

（３）上河内住宅 

■上河内住宅の現況と修繕の方向 

平成 27 年３月：建替え事業完了。 

１．外壁 ①躯体 

■現況 

○全般的に健全な状態。 

○建設時のコールドジョイントと思われるひび割れ、外部足場用壁つなぎアンカーの

補修痕が外壁の全域に見受けられた。また、２階共用廊下の化粧柱上部から白

華現象が見受けられた。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 18 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

 

②外装 

■現況 

○設計図書より複層塗材Ｅで施工され、全般的に健全な状態である。 

○躯体の項で触れた様にひび割れ、補修痕、白華現象がある。また、３階共用廊下

に塗装の剥離が１か所見受けられた。 

■修繕の方向性 

○「①躯体」と同様。 

２．屋根 ■現況 

○アスファルト防水外断熱工法で施工され、屋根材の破損、破れ、変色等の劣化は

見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 24 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

○押えコンクリート目地部に自生している雑草は、放置すると防水層を痛め、劣化の

進行を早めるおそれがある。清掃等にて処置する 
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３．庇 ■現況 

○アルミ製の規格品が使用されており、特に傷みは見受けられない。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は 36 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

４．サッシ ■現況 

○住戸の外部に面する建具の硝子はペアガラスになっている。特に傷みは見受けら

れず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は点検･調整は 12 年、取替は 36 年。次回の計画修繕までは適時点検

を実施する。 

５．階段 

廻り 

○壁と同仕様で施工されている。「１．外壁」に記述。健全な状態である。 

６．外部 

付属品 

■現況 

○特に傷みは見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は部位ごとに異なるが、当面は次回の計画修繕までは適時点検を実施

する。 

(修繕周期は防風スクリーン･手すり等：36 年、集合郵便受･掲示板等：24 年) 

７．バル 

コニー 

○壁と同仕様で改修されている。「１．外壁」に記述。 

８．住戸 

内部 

■現況 

○空家内部(１住戸)を調査した。特に劣化は見受けられない。    浴室はユニット

バス（ＢＬ）が設置されている。 

■修繕の方向性 

○住戸の内装は居住者の入退去時の調査・点検の結果に応じて改修する。 

○ユニットバスの修繕周期は 25 年。次回の計画修繕までは適時点検を実施する。 

９．昇降機 ■現況 

○特に傷みは見受けられず健全な状態である。 

■修繕の方向性 

○修繕周期は、カゴ内装・扉・三方枠等は 15 年、昇降機の全構成機器は 30 年とな

っている。専門業者による定期・保守点検を実施する。 

10．集会所 ■現況 

○特に劣化は見受けられない。 

■修繕の方向性 

〇修繕周期は部位ごとに異なるが、当面は次回の計画修繕までは適時点検を実施

する。 
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４－２ 市営住宅の管理戸数 

○本計画の対象とする市営住宅は令和５年度現在 117 戸であり、適切な時期に改修工事を

行うことにより、長期的に住宅確保要配慮者に対して良質な住宅を提供するとともに、現

状の管理戸数を維持できるようにします。 

○「海老名市住宅マスタープラン」では、令和 22 年時点で約 800 世帯が著しく住宅に困窮

することになり、現状の公営住宅を全戸維持しても180戸が不足すると予測されています。

そのため、「現状の市営住宅の管理戸数の維持」「民間賃貸住宅等の住宅ストックの活用促

進」の２つに取り組み、将来的に必要な戸数を確保できるようにします。 

○借上住宅においては、順次、契約満了を迎えるため、上記方針を踏まえながらその後の事

業計画の検討を行っていく必要があります。 

 

 

４－３ 市営住宅別・住棟別活用計画 

（１） 基本的な考え方 

○当面は令和６年３月時点で管理している住棟・住戸の維持管理が主な事業となります。 

○平成５年度に建替えが完了し、平成25年度に長寿命化工事を終えた国分北三丁目住宅と、

平成９年度に建替えが完了し、平成 30 年度に長寿命化工事を終えた中新田住宅について

は、耐用年数 70 年間の長期にわたって、良質な住宅として長寿命化を図ります。 

○平成 26 年度に、旧杉久保住宅の建替事業として建替えが完了した上河内住宅も、改善・

修繕を行う対象住宅として計画期間の 10 年ごとに見直しを行い、良質な住宅として長寿

命化を図ります。 

○現在、維持管理を行っている借上住宅４棟（ルーミナス海老名、パーシモン ガーデン、

プランドールかしわ台、ニューフローラ）については、計画期間の 10 年間（令和 2 年か

ら令和 11 年）に、点検及び入退去時の修繕を行うこととします。 
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（２） ポートフォリオ分析 

① 再編・再整備計画の考え方 

方針を検討するにあたり、「ポートフォリオ分析」を用いる。 

下表の評価視点「建築物性能」「行政サービスの義務レベル」を分析指標として採用し、その

評価基準に基づいた評価を行うことにより最適な方針を選択しようとするものである。 

 

■再編の検討方針に係る「評価視点・評価・評価基準」 

評価視点 評価 評価基準 

建築物性能 

A 定期的なメンテナンスや改修等により、適切に維持管理されている。 

B 
部分改修、大規模改修工事の時期に到達しているが未改修、または 5 年

以内に改修時期に到達する。 

C 目標耐用年数の残り年数が 10 年を切っている。 

行政 

サービスの 

義務レベル 

A 
行政サービスの提供が必要であり、民間参入の見込みがない、ある

いは少なく、今後も継続して行政サービスを行う必要がある。 

B 

民間参入の見込みはあるが、市民生活を支えるため、行政が積極的

にかかわるべき行政サービスであり、今後も継続して行政サービス

を行う必要がある。 

C 
行政サービスの提供は必要ではあるが、社会情勢や人口動向等によ

り民間活用や広域連携といった運用見直しが可能である。 

Ｄ 民間活用等や広域連携による代替が有益だと判断できるサービス。 

Ｅ 利用の低迷や設置当初の目的を果たしたと見なせるサービス。 

 

※ 大規模改修工事…外装・内装・空調・給排水・電気設備等のすべてを改修する工事。 

       目標耐用年数の中間年に行うことが望ましい。 

※ 部分改修工事……主に外装、空調、給排水のいずれかを改修する工事。 

       前回改修から 15 年程度で実施することが望ましい。 

※ 目標耐用年数……建設された年代や劣化状況、構造種別等から、施設個別に設定している施

設維持の目標とする耐用年数。 

※ポートフォリオ分析…異なる二つ以上の指標を組み合わせた分析手法。 
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② 再編・再整備の分類 

ポートフォリオ分析の評価から導く再編の各分類は、下表に示す区分とする。 

■再編の方針と評価イメージ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築物性能

高

低

行政サービスの
義務レベル

高低

ABCDE

A

C

B

存続移譲

廃止

見直し

改築

民間事業者または
地域社会に機能を
移転すること

解体撤去して機能
を廃止すること

機能維持のため現
況施設を維持する
こと

機能維持のため公
共建築物を建て替
えること

（集約・複合化）
他の公共施設を集
約し、機能を見直
すこと

（用途変更）
用途変更により機
能を見直すこと
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③ ポートリフォ分析結果 

■再配置の方針 

 

■ポートフォリオ分析による再編の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

施設名 

評価視点及び評価  

再編の方針 
建築物性

能 

行政サービ

スの義務レ

ベル 

国分北三丁目住宅 A A 存続 

中新田住宅 A A 存続 

上河内住宅 A A 存続 

存続移譲

廃止

建築物性能
高

低
建築物性能

行政サービスの
義務レベル

見直し

行政サービスの
義務レベル

改築

高低

E D C B A

A

C

B
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（３）市営住宅別・住棟別活用計画表 

○市営住宅別・住棟別活用計画は次のとおりです。なお、借上住宅４棟は、通常の維持管理

とします。 

■市営住宅別・住棟別活用計画表 

住宅名 住棟名 構造階数 
建設 

年度 

現況 

戸数 
活用手法 備考 

国分北  

三丁目 

Ａ棟 

Ｂ棟 

ＷＲＣ造・５階・耐火 

ＷＲＣ造・３階・耐火 
Ｈ５ 22 戸 計画修繕 

Ｈ６建替事業完了 

Ｈ25 長寿命化実施 

中新田 
Ａ棟 

Ｂ棟 
ＷＲＣ造・２階・耐火 Ｈ９ 8 戸 計画修繕 

Ｈ９建替事業完了 

Ｈ30 長寿命化実施 

上河内 － ＲＣ造・５階・耐火 Ｈ26 35 戸 計画修繕 Ｈ26 建替事業完了 

ルーミナス  

海老名 
－ ＷＲＣ造・３階・耐火 Ｈ19 18 戸 維持管理 

借上型住宅 

R10.２.末まで 

パーシモン  

ガーデン 
－ ＬＧＳ造・２階・準耐火 Ｈ21 12 戸 維持管理 

借上型住宅 

R12.３.末まで 

プランドール 

かしわ台 
－ ＬＧＳ造・２階・準耐火 Ｈ23 12 戸 維持管理 

借上型住宅 

R13.３.末まで 

ニュー   

フローラ 
－ Ｓ造・２階・準耐火 Ｈ23 10 戸 維持管理 

借上型住宅 

R14.３.末まで 

 

（４）総括表 

上記を総括すると次のとおりです。 

■市営住宅ストックの活用手法別戸数（総括表 令和元年度現在） 

対  像 合  計 備考 

市営住宅管理戸数 １１７戸  

 ・新規整備事業予定戸数 ０戸  

 ・維持管理予定戸数 １１７戸  

  うち計画修繕対応戸数 ３５戸 上河内住宅 

  うち改善事業予定戸数 ０戸  

うち計画・改善予定戸数 ３０戸 国分北三丁目・中新田住宅 

うちその他戸数 ５２戸 借上住宅 

 ・建替予定戸数 ０戸  

 ・用途廃止予定戸数 ０戸  
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第５章 長寿命化に関する基本方針 

本市の直営住宅３施設のうち、国分北三丁目住宅は平成 25 年度に、中新田住宅は平成 30 年

度に、改善事業（屋根、外壁、サッシの長寿命化改修工事）を実施しています。また、上河内

住宅は、平成 26 年度に杉久保住宅の建替事業として整備しています。 

これらの事業により、建物耐用年数 70 年に向けた取り組みを進めておりますが、今後も点

検の実施により適切な状態把握に努め、維持管理をしていく必要があります。 

 

５－１ ストックの状態の把握及び日常管理の方針 

 

ストックの状態把握の手段として、各種点検を行っていきます。手法等については、以下の

通り位置づけ、状態把握に努めます。 

ア. 定期点検  本市の直営住宅は、建築基準法第 12 条１項・２項に基づく法定点検の対象 

外となっていますが、予防保全の観点から定期的な点検等を行うことが重要 

であるため、法定点検と同様の点検を定期点検と位置づけ、おおむね３年ご 

とに実施していきます。 

また、国分北三丁目住宅 A 棟及び上河内住宅に設置されている昇降機につ 

いては、建築基準法第 12 条３項・４項に基づく法定点検の対象となるため、 

昇降機の保守点検と共に有資格者による点検を実施します。 

イ. 日常点検  定期点検の項目のうち、特に安全性に関連する、有資 

格者以外でも確認可能な内容について、「公営住宅等日常点検マニュアル」（国 

土交通省住宅局総合整備課 H28.８）を参照し、日常的に点検を実施します。 

また、居室内については、入退去時等に適宜点検を行います。 

ウ.保守点検  特に点検確認に専門知識等が必要となる増圧給水ポンプ（上河内住宅）や、 

エレベーター（上河内住宅及び国分北三丁目住宅 A 棟）及び、消防法第 17 条 

の３の３に基づき点検報告義務のある消防用設備等の点検については、専門 

業者と保守契約等を行い、適切な状態把握に努めます。 

 

上記点検の結果は、効率的・効果的な修繕・維持管理に役立てるため記録します。点検記録

に基づき修繕等を行った際は、その内容も記録し、次回の点検に活用するサイクルを構築して

いきます。 

点検結果や修繕の記録は、関係する全ての者が共有し、適時適切な修繕を計画的に実施する

ための資料とするほか、将来見込まれる修繕工事の内容や時期を決定するための検討材料とし

ます。 

 

 



 - 36 -

５－２ 改善事業の実施による長寿命化及びライフサイクルコストの縮減に関す

る方針 

 

市営住宅における改善事業は下表の５類型に分類されます。 

形式 概要 備考 

【安全性確保型】 

・耐震診断、改修による構造躯体の安全性向上 

・避難設備や経路の整備、確保 

・防犯性を高める建築部品や装置の設置 

• 耐震診断･改修は昭和 56

年以前の建物が主な対象 

【長寿命化型】 

・耐久性向上、躯体の劣化低減、維持管理の容易性 

向上の観点から行う予防保全的な改善工事 

（防水改修、外壁改修、給排水管の耐久性向上、 

住戸内配管の集約化等） 

•国分北三丁目：平成 25 年

度実施 

•中新田：平成 30 年度実施

【福祉対応型】 

・高齢者等が安全・安心して居住できる、住戸内、 

屋外のバリアフリー化を図る工事 

（住戸内部・共用部の段差解消、浴室・トイレの 

高齢者対応、エレベーター設置等） 

•昭和 40 年代建設の住棟

が主な対象 

•国分北三丁目：平成 17 年

Ａ棟にＥＶ設置 

【居住性向上型】 

・住戸規模、間取りの改善や住戸住棟設備の機能 

向上を行い、居住性向上を図る工事 

(間取り変更、電気容量の増量、開口部のＡＷ化等) 

•昭和 40 年代建設の住棟

が主な対象 

•国分北三丁目：平成 25 年

度実施 

•中新田：平成 30 年度実施

【脱炭素社会対応型】 

・省エネルギー性向上及び再生可能エネルギー 

導入のための設備等の改善を図る工事 

（天井・壁・開口部の断熱改修、太陽光発電設備・蓄

電池設置等） 

 

 

 この類型を本市の市営住宅にあてはめ、以下の通り事業方針として整理します。 

 

本市の直営住宅３施設については、平成５年度以降に建設された比較的新しい建物であり、

類型の【安全性確保型】にあたる耐震性や安全性は確保されています。 

 また、【福祉対応型】については、平成 17 年度に国分北三丁目住宅 A 棟にエレベーターを整

備しているほか、平成 26 年度に建設された上河内住宅では、エレベーター及び福祉対応型住

戸を整備しており、福祉対応を図っています。 

 【長寿命化型】【居住性向上型】の改善事業としては、国分北三丁目住宅及び中新田住宅で外

装改修及びサッシガラスを２重にする工事を平成 25 年度及び平成 30 年度に実施しています。 
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 【長寿命化型】改善工事には、給排水管の耐久性向上や、住戸内配管の集約化等もあります

が、現時点では実施していない状況であり、国分北三丁目住宅及び中新田住宅については、今

後 10 年から 20 年以内に更新の検討が必要となる見通しです。 

 

 直営住宅３施設の給水管は、硬質塩化ビニルライニング鋼管（VA,VB,VD)を、排水管は硬質ポ

リ塩化ビニル管（VP)を使用しています。これらは耐用年数が35～50年とも言われていますが、

設備の老朽状況は単純な設置年数のみではなく、使用状況や設置された場所等によっても変わ

るため、日常点検や定期点検で配管の腐食や漏水の状態を確認するほか、目視では確認できな

い配管の劣化状況を把握するため、適宜超音波探傷法等で確認をして、改善事業の計画に役立

てていきます。 

 

 また、給排水管は居住者が常に使用に供する施設であるため、工事の実施には年単位での綿

密な調整と検討が必要となることが想定されます。 

 点検等の結果から、工事実施が必要と判断された際には、工事手法等を検討し、実施計画を

立てていきます。   
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第６章 市営住宅における建替事業の実施方針 

６－１ 市営住宅の建替事業の実施方針 

○「４－３市営住宅別・住棟別活用計画」で記述した様に、平成 26 年度に建替事業が完了

し、当面は管理している住棟・住戸の維持管理が主な事業となります。 
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第７章 長寿命化のための維持管理計画 

 

７－１ 計画期間内に実施する計画修繕事業・改善事業の内容 

○令和 2 年度～11 年度の計画期間内においては、次の修繕及び改善事業の実施を検討する

こととします。なお、計画期間内には、改善事業の５つの類型のうち、「福祉対応型」「脱

炭素社会対応型」の実施は、予定しておりません。 

（１）計画修繕事業 

○主要な計画修繕工事を下表に示します。対象施設は国分北三丁目住宅Ａ・Ｂ棟、中新田住

宅Ａ・Ｂ棟及び上河内住宅とし、工事に際しては「指針」の修繕周期表を参照するほか、

適時点検し、劣化状態を確認した上で実施します。 

■主な修繕工事の概要 

工事名 基本的な工事内容 実施周期（目安） 

鉄部塗装等工事 主に鉄部について、再塗装を行います。 おおむね６年 

建具点検調整 動作点検、金物の調整取替を行います。 おおむね 12 年 

外構・付属設備 舗装、側溝、サイン等の補修を行います。 おおむね 20 年 

幹線設備改修工事 電気幹線の引替え、引込開閉器の取替え

を行います。 

おおむね 30 年 

設備機器等 空調・換気設備、電灯設備（幹線・住戸・

共用）、情報・通信設備等、給湯器の取替

えを行います。 

おおむね 15 年～30 年 

（２）長寿命化型改善事業 

○国分北三丁目住宅及び中新田住宅については、建設以来更新をしていない給排水管及びガ

ス配管の更新時期の検討をします。工事実施時期や手法については、適時点検を実施し、

劣化状況を確認するほか、空き家状況等の条件を加味した上で決定していきます。 

■長寿命化型改善工事の概要 

工事名 基本的な工事内容 建設後の実施周期(目安) 

屋内給排水設備改修

工事（長寿命化型） 

給排水管等について、耐久性の高い仕様

に更新します。 

給水：おおむね 20～35 年 

排水：おおむね 20～35 年 

ガス配管設備改修工

事（長寿命化型） 

ガス配管について、耐久性の高い仕様に

更新します。 
30 年 

LED 化工事 
共用部分の照明について、耐久性の高い

LED 照明に更新します。 
― 
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（３）居住性向上型改善事業 

○国分北三丁目住宅では、給湯設備について三点給湯への変更を検討します。手法や実施可

否については、調査設計を行いながら判断するものとします。 

（４）安全性確保型改善事業 

 ○国分北三丁目住宅では、防犯性能の向上に向けて対話型インターホンに変更することを検

討します。 
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■国分北三丁目住宅の長期修繕・改善計画 

 

■国分北三丁目住宅の長期修繕・改善計画

海老名市市営住宅　長期修繕・改善計画（周期表）　　国分北三丁目住宅　　築２６年　　２２戸　　Ａ棟：５階建・１０戸　Ｂ棟：３階建・１２戸　　運用期間７０年（1994～2063）

計画年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

西暦 1993 94 95 96 97 98 99 2000 1 2 3 4 5 6 7 8 9 2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19 2020 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2030 31 32 33 34 35 36 37 38 39 2040 41 42 43 44 45 46 47 48 49 2050 51 52 53 54 55 56 57 58 59 2060 61 62 63

平成／令和 H5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

築年数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

Ⅰ仮設 １仮設工事 ○ ○ ○

２屋根防水 ◆※３ ◎ ◎

３床防水　　　　（塗膜防水） ◎ ◎ ◎

４外壁塗装等　　（塗装） ◆※４ ◎ ◎

５鉄部塗装等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６建具　　　　　（アルミサッシ：ガラス） ◆※５ ◇ ◇

７給水設備　　　（給水管） ◆※６

　　　　　　　　（給湯設備） ◆※２ ◆※７ ◎

８　　排水設備　（排水管） ◆※８

９　　ガス設備　（ガス管） ◆※９

１０　空調・換気設備 ◎ ◎

１１　電灯設備等（幹線・住戸） ◎ ◎

　　　　　　　　（共用） ◆※１０ ◎

１２　情報・通信設備（インターホン以外） ◎共用部電灯のみ ◎ ◎

　　　　　　　　　　（インターホン） ◆※１１ ◎

１３　昇降設備 ☆ △ ◎ △ ○

１４　外構・付属施設 ◎※１ △ ○ ○

１５　調査・診断、設計、工事監理等費用
△
調
査

△
設
計

△
監
理

△
設
計

△
監
理

△
設
計

△
監
理

△
設
計

△
監
理

１６　定期点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

１７　長期修繕計画見直し □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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※修繕周期は「公営住宅等長寿命化計画（改定）」（平成28年８月　国土交通省）を参照したほか、

　工事時期の近い修繕項目は同時期に実施する等、工事の効率化やコスト縮減を考慮して設定している。 ← →

△：調査・診断、設計、監理 ※１：外灯取替え

◇：動作点検・金物調整・交換 ※２：居住性確保型改善　浴室バランス釜を追い炊き式から給湯式に交換

○：修繕 ※３：長寿命化型改善　　外断熱型シングル葺き

◎：修繕（更新・取替え） ※４：長寿命化型改善　　可とう形改修塗材E

◆：改善（更新・取替え） ※５：居住性確保型改善　アルミサッシガラスを複層ガラスに交換

☆：新設 ※６：長寿命化型改善　　給水配管更新

□：長期修繕計画作成・見直し ※７：居住性向上型改善　給湯設備を三点給湯式に交換（検討）

※８：長寿命化型改善　　排水配管更新

※９：長寿命化型改善　　ガス配管更新

※10：長寿命化型改善　　共用部分電灯のLED化

※11：安全性確保型改善　対話式インターホンへの交換

概算工事費（千円）
（経費、消費税含）

概算委託費（千円）
（経費、消費税含）

Ⅱ建物

Ⅲ設備

Ⅳ外構
　その他

凡例

様式１：修繕・改善に係る事業予定一覧

本長寿命化計画の計画期間
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■中新田住宅の長期修繕・改善計画 

 
 

 

■中新田住宅の長期修繕・改善計画

海老名市市営住宅　長期修繕・改善計画（周期表）　　中新田住宅　　築２２年　　８戸　　Ａ棟：２階建・４戸　Ｂ棟：２階建・４戸　　運用期間７０年（1998～2067）

計画年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

西暦 1997 98 99 2000 1 2 3 4 5 6 7 8 9 2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19 2020 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2030 31 32 33 34 35 36 37 38 39 2040 41 42 43 44 45 46 47 48 49 2050 51 52 53 54 55 56 57 58 59 2060 61 62 63 64 65 66 67

平成／令和 H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

築年数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

Ⅰ仮設 １仮設工事 ○ ○ ○

２屋根防水 ◆※３ ◎ ◎

３床防水　　　　（塗膜防水） ◎ ◎ ◎

４外壁塗装等　　（塗装） ◆※４ ◎ ◎

５鉄部塗装等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６建具　　　　　（アルミサッシ：ガラス） ◆※１ ◇ ◇

７給水設備　　　（給水管） ← →

　　　　　　　　（給湯設備） ◆※２ ← → ◎

８　　排水設備　（排水管） ← →

９　　ガス設備　（ガス管） ← →

１０　空調・換気設備 ← → ◎

１１　電灯設備等（幹線・住戸・共用） ← → ◎

１２　情報・通信設備 ← → ◎

１３　昇降設備

１４　外構・付属施設 △ ○ △ ○

１５　調査・診断、設計、工事監理等費用
△
監
理

△
設
計

△
監
理

△
調
査

△
設
計

△
監
理

△
設
計

△
監
理

△
設
計

△
監
理

１６　定期点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

１７　長期修繕計画見直し □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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※修繕周期は「公営住宅等長寿命化計画（改定）」（平成28年８月　国土交通省）を参照したほか、

　工事時期の近い修繕項目は同時期に実施する等、工事の効率化やコスト縮減を考慮して設定している。 ← →

△：調査・診断、設計、監理 ※１：居住性確保型改善　アルミサッシガラスを複層ガラスに交換

◇：動作点検・金物調整・交換 ※２：居住性確保型改善　H9年度建替工事にてユニットバス（BL)設置済み

○：修繕 ※３：長寿命化型改善　　外断熱型シングル葺き

◎：修繕（更新・取替え） ※４：長寿命化型改善　　防水型複層塗材Ｅ

◆：改善（更新・取替え） ※５：長寿命化型改善　　外装薄塗材Ｅ

☆：新設 ※６：長寿命化型改善　　給水配管更新

□：長期修繕計画作成・見直し ※７：長寿命化型改善　　排水配管更新

※８：長寿命化型改善　　ガス配管更新

概算工事費（千円）
（経費、消費税含）

概算委託費（千円）
（経費、消費税含）

様式１：修繕・改善に係る事業予定一覧

本長寿命化計画の計画期間

凡例

Ⅳ外構
　その他

Ⅱ建物

Ⅲ設備

◎　　

◆※６

◎　　

◆※７

◆※８

◎　　

◎　　
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■上河内住宅の長期修繕・改善計画 

 

■上河内住宅の長期修繕・改善計画

海老名市市営住宅　長期修繕・改善計画（周期表）　　上河内住宅　　築５年　　５階建て　　３５戸　　運用期間７０年（2015～2084）

計画年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

西暦 2014 15 16 17 18 19 2020 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2030 31 32 33 34 35 36 37 38 39 2040 41 42 43 44 45 46 47 48 49 2050 51 52 53 54 55 56 57 58 59 2060 61 62 63 64 65 66 67 68 69 2070 71 72 73 74 75 76 77 78 79 2080 81 82 83 84

平成／令和 H26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66

築年数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

Ⅰ仮設 １仮設工事 ○ ○ ○

２屋根防水 ◎ ◎ ◎

３床防水　　　　（塗膜防水） ◎ ◎ ◎

４外壁塗装等　　（塗装） ◎ ◎ ◎

５鉄部塗装等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６建具　　　　　（アルミサッシ：ガラス） ◇ ◇ ◇

７給水設備　　　（給水管） ← →

　　　　　　　　（給湯設備） ◎ ← → ◎

８　　排水設備　（排水管） ← →

９　　ガス設備　（ガス管） ← →

１０　空調・換気設備 ◎ ← → ◎

１１　電灯設備等（幹線・住戸・共用） ◎ ← → ◎

１２　情報・通信設備 ◎ ← → ◎

１３　昇降設備 △ ◎ △ ○

１４　外構・付属施設 △ ○ △ ○

１５　調査・診断、設計、工事監理等費用
△
設
計

△
監
理

△
調
査

△
設
計

△
監
理

△
設
計

△
監
理

１６　定期点検 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

　　　（スプリンクラー設備：車いす住戸） △ △ △ △ △ △ △ △

１７　長期修繕計画見直し □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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※修繕周期は「公営住宅等長寿命化計画（改定）」（平成28年８月　国土交通省）を参照したほか、

← → 　工事時期の近い修繕項目は同時期に実施する等、工事の効率化やコスト縮減を考慮して設定している。

△：調査・診断、設計、監理 ※１：長寿命化型改善　　給水配管更新

◇：動作点検・金物調整・交換 ※２：長寿命化型改善　　排水配管更新

○：修繕 ※３：長寿命化型改善　　ガス配管更新

◎：修繕（更新・取替え）

◆：改善（更新・取替え）

☆：新設

□：長期修繕計画作成・見直し

◎　　

本長寿命化計画の計画期間

凡例

◆※１

◎　　

◆※２

◆※３

◎　　

◎　　

Ⅳ外構
　その他

概算工事費（千円）
（経費、消費税含）

概算委託費（千円）
（経費、消費税含）

様式１：修繕・改善に係る事業予定一覧

Ⅱ建物

Ⅲ設備



 

-
 
4
4
 
- 

７－２ 住棟単位の修繕・改善事業等一覧 

 

 

【様式１】計画修繕・改善事業の実施予定一覧

公営住宅

特定公共

賃貸住宅
地優賃

（公共供給） 改良住宅 その他（　　　　　　　　　　）

法定点検
法定点検に

準じた点検
R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11

国分北三丁目
住宅

A棟 10 RC造 H5 R2（EV) R4 838

R6に調査設計の上、
工事内容等を精査す
る。

国分北三丁目
住宅

B棟 12 RC造 H5 － R4 1,006

R6に調査設計の上、
工事内容等を精査す
る。

中新田住宅 A棟 4 RC造 H9 － R4 419

概ねR９～R14の期間
内に詳細調査の上工
事実施を検討する。

中新田住宅 B棟 4 RC造 H9 － R4 419

概ねR９～R14の期間
内に詳細調査の上工
事実施を検討する。

上河内住宅 35 RC造 H26 R2（EV) R4 3,405

ルーミナス
海老名

18 WRC造 Ｈ19 － Ｒ４
借上型住宅
R10.２.末まで借上

パーシモン
ガーデン

12
軽量

鉄骨造
Ｈ21 － Ｒ４

借上型住宅
R12.３.末まで借上

プランドール
かしわ台

12
軽量

鉄骨造
Ｈ23 － Ｒ４

借上型住宅
R13.10.末まで借上

ニュー
フローラ

10 Ｓ造 Ｈ24 － Ｒ４
借上型住宅
R13.11.末まで借上

注１）対象数が多い場合は、必要に応じて複数枚作成する。

注２）ＬＣＣ縮減効果欄は、長寿命化型改善事業、又は全面的改善事業を実施する住棟に関して記載する。

給水・給湯・排水・ガス管更新（長寿命化）

※劣化状態を調査・確認した上で改修工事実施を検討

給水・給湯・排水・ガス管更新（長寿命化）

※劣化状態を調査・確認した上で改修工事実施を検討

　事業主体名：

　住宅の区分：

LCC

縮減効果

(千円/年)
備考団地名

住棟
番号

海老名市

戸数
建設
年度

修繕・改善事業の内容

構造

次期点検時期

給排水・ガス管更新、照明LED化（長寿命化）

給湯設備を三点給湯式に交換（居住性向上）

対話式インターホンへの交換（安全性確保）

※劣化状態を調査・確認した上で改修工事実施を検討

給排水・ガス管更新、照明LED化（長寿命化）

給湯設備を三点給湯式に交換（居住性向上）

対話式インターホンへの交換（安全性確保）

※劣化状態を調査・確認した上で改修工事実施を検討
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第８章 長寿命化のための維持管理におけるＬＣＣとその縮減効果 

国は、平成 28 年８月に公表した「公営住宅等長寿命化計画策定指針（改定）」において、公営

住宅等長寿命化計画を策定する意義として、予防保全的な修繕や耐久性の向上に寄与する改善等

を計画的に実施し、公営住宅等の長寿命化を図ることが、ライフサイクルコスト（以下、「ＬＣＣ」）

の縮減につながるとしています。計画策定に際しては、計画期間内に長寿命化型改善事業あるい

は、全面的改善事業を実施する公営住宅等について、ＬＣＣの縮減効果を算出していくことが求

められています。 

 

 

８－１ 長寿命化型改善のＬＣＣ縮減効果の試算 

 

本計画においては、10年間の計画期間に、国分北三丁目住宅（A・B棟）及び中新田住宅（A・B

棟）の計４棟について、長寿命化型改善工事（屋内給排水設備及びカス管設備改修工事）の実施

を検討することとしており、以下「指針」のＬＣＣ算定プログラムを参照の上、ライフサイクル

コストを算定します。 

 また、上河内住宅については、築 40年程度で同様の改善工事を実施することを想定して、算定

します。 

 

 

■市営住宅別ＬＣＣ縮減効果一覧 

住宅名 評価期間 戸数 

年平均縮減額 

（円/年･戸） 

（経費・消費税含） 

国分北三丁目住宅 Ａ棟 70 年 10 戸 83,804 

国分北三丁目住宅 Ｂ棟 70 年 12 戸 83,804 

中新田住宅 Ａ棟 70 年 ４戸 104,722 

中新田住宅 Ｂ棟 70 年 ４戸 104,722 

上河内住宅 70 年 35 戸 97,272 
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■国分北三丁目住宅 A棟 
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■国分北三丁目住宅 B棟 
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■中新田住宅 A棟、B棟 
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■上河内住宅 
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改定履歴 

平成 22 年３月 初版 

平成 29 年３月 第２回 

令和 ２年３月 第３回 

令和 ６年３月 第４回 



 

 


